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1.本書は 1986(昭 和 61)年度国庫補助事業として、益田市教育委員会が行 った遠

田地区遺跡分布調査の概報である。

2.調査は島根大学考古学研究室及び島根県教育委員会文化課の指導と協力を得て次のよ

うな体制で実施 した。

調査主体  益田市教育委員会教育長 水上孫市   .

調査指導  島根大学法文学部教授 田中義昭

安来第一中学校教諭 勝部 昭

島根県教育委員会 西尾克己

事 務 局  益田市教育委員会社会教育課長 桐田泰治

〃   社会教育課係長 大庭清弘

調 査 員  益田市教育委員会社会教育課主事 木原 光

調査補助員 大谷晃二 佐藤雄史 宮本正保 新海正博 松尾晴司 松山智弘 大西

貴子 岡本悦子 柴尾由美 (以上島根大学生)後 藤和正 (別府大学生 )

外山 彰 (愛姫大学生) 道端 実

作 業 員  岩崎善嗣 高橋好市 高橋房子

3.遺跡にはそれぞれ番号を付 し、本文、遺跡分布図を通 じて統一 した。また F全
国遺跡

地区一島根県一劃に登載されているものについてはその遺跡番号を示 した。

4.古墳候補地についてはアルファベットの小文字で表わした。

5.大元 1・ 2号墳の測量にあたっては土地所有者である大島敏、大谷寿雄、沢江喬、高

橋好市の各氏から快諾を得た。記 して感謝する。

6.挿図内の方位は磁北を示している。

7.本書の編集執筆は木原が行った。



次目

1.は じめに…………………………………………………………………………… 1

2.調査の概要………………………………………………………………………… 2

3.各遺跡の概要

1.神出遺跡…………………… 3

2.山城畑遺跡………………… 4

3.宝珠庵溢遺跡……………… 4

4.嶽城跡……………………… 4

5,康神塚遺跡………………… 5

6.北ノ平経塚………………… 6

7.木原古墳…………………… 7

8.金堀 1号墳………………… 7

9.金堀 2号墳………………… 7

10.木原溢奥遺跡……………… 7

11.神明北遺跡…… … ………… 7

12.神 明古墳…………………… 8

13.神 明南遺跡………………… 8

14.蔵ノ段遺跡………………… 8

15。 平遺跡……………………… 8

16.柳 ケ溢古墳群…… …・……・8

17.貝崎古墳……………………Ⅲ9

18.大元古墳群…………………■0

19.北 ケ迫遺跡…………………11

20.森ケ内古墳…………………12

21.石仏古墳……………………12

22.二反田遺跡…………………13

4.  おわり1こ …・―・…・―・…………………・―・̈・―・―・―・―・・……Ⅲ……・・。……・―・̈・―・…・̈・―・̈・̈・13

5.遠田地区遺跡一覧表………………………………………………………………14

第 1図 益田市位置図・―・……………………………………∵……………………・1

第 2図 遠田町位置図………………………………………………………………… 2

第 3図 神出遺跡採集須恵器片実測図……………………………………………… 3

第 4図 宝珠庵溢遺跡採集須恵器片実測図………………………………………… 4

第 5図 嶽城跡遺構位置図…………………………………………………………… 5

第 6図 嶽城跡周辺遺跡分布図………………………………………………………… 6

第 7図 大元古墳群周辺遺跡分布図………………………………………………… 9

第 8図 石仏古墳周辺遺跡分布図……………………………………………………11

第 9図 大元古墳群墳丘実測図

第10図 遠田町遺跡分布図

次図挿



1. じ

益田市は島根県の西端に位置 し、山国市

と結ぶ国道 9号線 と下関市へ と向う 191

号線が交差 し、山陰本線か ら山回線が分岐

して山陽本線に接続するなど、山陰地方西

部と山陽あるいは北九州地方を結ぶ交通の

要衝でもある。さらに、中世以降商取引き

を中心に発展を遂げ、現在では念願であっ

た空港建設事業にも着手 し、石見地方の拠

点都市 となりつつある。市域は高津川 と益

田川の二大河川によって形成された沖積平
第 1図 益田市位置図

野を中心に広がるが、三方を低丘陵性の山に囲まれ、北は日本海へ と開 く。

本事業の対象 となった遠田町は益田市街の東に位置 し、面積は約 4.27筋 、人口は 1500

人あまりの町である。中央部には比礼振山 (358.82)】ヒ西の乙子下組に端を発する遠田

川が北流 し、両岸に緩やかな河岸段丘を形成 しなが ら日本海へ注 ぐ。周囲には舌状に張 り

出す低丘陵が複雑に入りくみ、その間に大小の谷が刻まれているが、遠田川の下流域一帯

はかつての入江 と考え られ、ごく平低の湿地帯で水田が広がっている。さらに、遠田川は

水量が少ないため、町内にはおよそ 150に も及ぶかんがい用のため池が点在する。また、

遠田町の西側の丘陵裾には、遠田 トンネルを抜け浜田市へ至る国道 9号線が走 り沿岸部には

は山陰本線が通 っている。

さて、遠田という地名は益田本郷に遠い里という意に由来す るといわれ、「和名抄」に

記されている美濃郡八郷のうちの苓気郷の属村 と考え られている。中世には益田荘のひと

つとして矢富名とよばれ、記録 としては応安 4年 (1371)の「益田祥兼請文案」に「遠

田村号弥富名」とみえるのが初見である。江戸時代には浜田落領に属 していたが、明治22

年に安 田村 とな り、 さ らに昭和 27年より益田市の大字 になり、昭和47年か ら現行の遠田

町となった。

にめ1ま
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要概の査調2.

分布調査の対象となった遠田町地内には典型的な群集墳である鵜ノ鼻古墳群が存在 し、昭

和40年代の後半には大型の前方後円墳である大元 1号墳が発見されたことなどから他に多

くの遺跡が存在すると考えられている。さらにそれらの遺跡が縄文時代以降、中世や近世に

至るまでの時代的な脈絡をもって営まれ続けた可能性は充分考えられるところである。

F全国遺跡地図―島根県―」によれば遠田町内には23箇所の遺跡が登載されており、その

内訳は、散布地11箇 所、古墳 9箇所、窯跡 1箇所、寺院跡 1箇所、城跡 1箇所である。ま

た、益田市誌等を参考にすれば、これらの他に10箇所以上の遺跡が追加されるようである。

その中には、現在までにすでに消滅 したり、もはや所在を確認することができないものも

第 2図  遠 田 町 位 置 図
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かなり合まれるであるうが、今回の分布調査を契機に相当数の遺跡が発見されると思われ

る。

さて、昭和49年度か ら国営総合農地開発事業の一環として益田開拓建設事業が開始され

た。これは高津工区と益田工区の両工区で農地造成 719ho、 区画整理 266haを 内容とする

事業で、遠田町においても東部丘陵地帯で大規模な造成が行われ、遠田川沿いの水田も圃

場整備をすでに終了 している。遺跡保護の側からすれば危機的ともいえるこのような状況

から、遠田町内に所在する遺跡の掌握が必要となり、昭和61年より63年の 3ケ年にわたり

国庫補助事業として遠田地区遺跡分布調査に着手することとなった。

昭和61年度の分布調査は、遠田川右岸の市道神出 。黒石線の東にあたる丘陵地帯を対象

として周知遺跡の現状把握と新遺跡の発見に努めた。北は安田小学校前から西へ伸びる谷

まで、南は県道益田・種 。三隅線までが結果的に調査範囲となった。また、今年度は分布

調査の他に大元 1号墳の墳丘実測もあわせて行っている。

以下、今年度の調査で明らかにされた遺跡の概要を述べる。

3.各 遺 跡 の 概 要

1.神 出遺跡  (第 6図 1) 益田市遠田町神出

遠田川右岸の丘陵裾を走る市道神出・黒石線は、下遠田で

国道 9号線に合流する神出線と、丘陵を横断して神出堤の

北から安田小学校前を通 り同じく国道に接続する下遠田・

黒石線に分岐する。

遺跡はこの交差点から南東へ約 100%の道路沿いに位置

する。現状は畑地で、付近は南向きの緩斜面となっている。

当遺跡で採集された遺物は須恵器で、外、壺、甕などの 第 3図 神出遺跡採集須恵器片

破片である。 このうち芥の口縁部の破片は、ゆるやかに内わん しなが ら立ち上が り、端部

をわずかに外反させて丸 くおさめている。
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2.山城畑遺跡  (第 6図 2) 益田市遠田町神出字山城畑

安田小学校前には、神出堤を経てさらに奥部の赤松堤へ と至 る約 1ん″の谷が西へ入 りこ

んでいる。遺跡は家ノ溢 とよばれるこの谷あいの中ほどにあ り、標高 25%前 後の畑地に

位置す る。

今回の調査で採集 された遺物は須恵器および土師質土器であるが、いずれ も細片であっ

た。遺跡の中心は、遺物の採集されたみかん畑の直上に広がる西向きの緩斜面 と考え られる

が現在は荒地 となっている。

3.宝珠庵溢遺跡  (第 6図 3) 益田市遠田町城外

遺跡は市道神出・ 黒石線沿いに建て られている城外公民

館の背後に立地する。現状は水田で、標高は約 20物 を測

る。

遺物として須意器片数点が採集されたが、このうち外の

破片 1点を図化 しておく。欠けている外部の中位はわずか

に内わんしていたものと観察されるが、日縁部はほぼ直線

的に伸びあがり、その端部は単純に丸めてある。

t  ,

0      2cm

第 4図 宝珠庵溢遺跡
採集須恵器片

今回の調査においては、遺物の数 も少なく遺跡の実体は今のところ不明である。

決〕ナ
4.嶽城跡 (第 6図 4) 益田市遠田町城外字嶽  島根県遺跡番号 1737

嶽城跡は一名遠田城ともよばれ、標高 75物の丘陵頂上に立地する。北西はなだ らかな

尾根へと続 くが、残る三方は比較的急峻な斜面で囲まれる好所に位置 している。

遺構としては、 3ケ所の平坦面と 2ケ所の掘り切 りが存在する。便宜上、郭の呼称は南

から北へ順に第 1郭か ら第 3郭 とした。第 1郭は長辺 23.5%、 幅約 8.5物 の長方形部分が

削平されており、その規模から主郭と考えられる。さらにその南東には約 0.8物 の比高差

をもってテラス状の平坦面が築かれており、長辺約 10″ 、幅 5%を 測るが、きわめて不

整である。なお、第 1郭の東西 2ケ 所が昭和 58年 7月 豪雨災害により崩れ落ちている。

第 1郭の北西には一段下がって第 2郭が存在する。第 1郭 との比高差は約 4解 ほどで、

その間に明瞭な掘り切 りが残る。第 2郭は長軸方向約 11筋、幅 13～ 7夕 の平坦面である

が、細長 く伸びる尾根上に築かれているためその幅は地形的な制約を受けて次第に狭 くな

っていく。さらに、第 2郭の北西には深さ約 0.6物 の掘 り切 りが設けられている。

さて、益田氏八代兼胤の四男兼種は遠田に封ぜ られ、以後遠田氏と称 したが、嶽城はそ
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の後を継いだ兼治の末孫兼

相が築いたと考え られてい

る。遠田氏はこの嶽城を本

拠城 として、関ケ原の役ま

で続いた。

なお、本城跡の西および

南西の谷筋には、屋敷跡を

思わせる「古土井」や「城

平」「風呂屋敷」等関連す

る字名が残 っている。 この

ようなことか ら、平常時は

谷あいの平地で生活 し、戦

時にはこの嶽域に立てこも
第 5図 嶽城跡遺構位置図

って外敵に備えたものと考え られる。

5t康神塚遺跡  (第 6図 5) 益田市遠田町城外

嶽城か ら北東へ約 150%、 標高 70%あ まりの山頂に康神塚がある。

塚はかな り変形を受けているようで、東西約 5物、南北 2.5物 の不整 な楕円形を呈 し、

高さは約 0.8%を 測 る。 中央部には高さ 1物 の石碑がすえ られ、そのまわ りを人頭大の石

数個で支えている。 この石碑は、現在では北へ傾いてお り、表面 には「享保九稔、 手青

面金岡」講中、甲辰二月吉 日」 と刻まれている。また、 この塚の北には約 300プ の平坦地

があり、地元の古老たちは武道場 とよんでいるがその由来は不明である。

康神信仰は中国の道教で説 く三戸 (さ んし)説を母体 として、密教、神道、修験道あるい

は民間信仰 と結びついた複合信仰であるが、 この三戸説が 日本に伝わったのは 8世紀後半

頃といわれている。 この信仰は室町時代に入 り仏教 と結びついて一般の人々にも広まり、

功徳は貧苦、災難の除去、延命などで青面金剛、観音、阿弥陀を崇拝の対象 とした。さら

に江戸時代に入ると僧侶や修験者 らによって真宗地帯を除 く全国各地に浸透 していったが、

ここ遠田の地にもこの信仰が伝わ り、一般民衆の生活が困難な当時、近隣の人々が熱心な

信心によってこの塚を築いたと考え られる。
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第 6図  嶽城跡周辺遺跡分布図

6.北 ノ平経塚  (第 7図 6)益 田市遠田町神明字北ノ平

下遠田の城外地区と神明地区の間を比較的広い谷が西へ伸びており、さらに湖れば輛谷

堤に至る。遺跡はこの谷の南側から西へ分かれる木原溢の入日付近に位置し、市道神出 。

黒石線から約 250初 の距離である。

遺跡の背後は削 り出しによって形成されていたと考えられるが、西から北にかけての周

囲は約 4夕の比高差がありかなり急な斜面となっている。中央部には 9個の石材を集め、

そのうち 1個 を立てて据えている。また、後述するように後世に変形を受けたものと思わ

れ、全体的に整った形を残 していない。この遺跡は地元では千人塚ともよばれ、江戸時代

に飢饉のため餓死 した人達を供養 したものと言い伝えられている。昭和 16年 にその一画

が崩れた際に経文字を書きつけた小礫が出土 したといわれており、いわゆる一字一石経塚
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と考え られてきている。

7.木原古墳  (第 7図 7) 益田市遠田町神明字木原

古墳は標高 70"あ まりの丘陵頂上に位置 していた。当古墳は国営総合農地開発事業益

田開拓建設事業に伴い、昭和 56年度に益田市教育委員会によって発掘調査が実施されて

いる。

調査の結果、箱式石棺が 2箇所で検出され、副葬品として鉄剣一日が出土 した。 15%

前後のやや不整な円墳で、時期的には古墳時代中期 と考え られる。

なお、当古墳は造成工事によりすでに削滅 して しまっている。

8.金堀 1号墳  (第 7図 8) 益田市遠田町神明

9.金堀 2号墳  (第 7図 9) 益田市遠田町神明

益田開拓建設事業に伴い発掘調査がなされたが、 2基 とも遺物や遺構は検出されず、古

墳と確認するには至 らなか った。

10.木原溢奥遺跡  (第 7図 10) 益田市遠田町神明

益田開拓 7号幹線道路は市道神出・ 黒石線か ら分かれ禰谷溢の南側か ら木原溢に沿 って

開拓地に至るが、遺跡はその道路を登 りきった南側に位置す る。一帯は造成地の西端にあ

たり、その直上には標高約 68物 の山が約半分肖1り 取 られて残 っている。

遺跡は西向きの比較的急な斜面の一画に位置 し、造成工事による断面に須恵器を包含す

る土層が認め ら、付近には多数の須恵器片が散布 していた。須恵器は甕の破片がほとんど

であるが、他に高外の外部 と思われる破片 もあった。甕のほとんどは裏面のタタキ痕をナ

デて消 している。

現段階で遺跡の性格を判断す ることは困難であるが、一応窯跡の存在 も想定 しておきた

い。

11.神明北遺跡  (第 7図 11) 益田市遠田町神明

遺跡は輛谷溢と別所溢に狭まれ る丘陵地の北に位置 し、標高は約 30%で あ り、小さな

谷の西向き斜面に存在す る。

今回の調査では若干の須恵器片を採集 したのみで、遺跡の範囲などについては今のとこ

ろ不明である。
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12.神 明古墳  (第 7図 12)益 田市遠田町神明

古墳は神明公民館の裏、標高 50%の 丘陵頂上に立地する。

墳形は円墳と考えられ、直径約 10物、比高 1.52を測る小規模な古墳であるが、松林

中に良好に遺存 している。

防 め,いまみ

13.神明南遺跡  (第 7図 13)益 田市遠田町神明

遺跡は神明丘陵の南側斜面に位置する。現状は宅地に囲まれた畑地である。

今回の調査では須恵器片および土師器片をそれぞれ 1点ずつ採集するにとどまり、遺跡

の詳細を明らかにすることはできなかった。

14.蔵 ノ段遺跡群 (第 7図 14) 益田市遠田町大元字蔵ノ段

遺跡は別所溢の南側段丘上に立地 し、標高は 30%あまりである。現状は水田で、背後

にかけては杉林がある。

踏査によって須恵器片 2点が採集されたが、時期等を推定できる良好な資料は得 られて

いない。

15.平遺跡  (第 7図 15)益 田市遠田町大元字平

遺跡は、国道 9号線を中遠田で東へそれて馬場橋を渡った三又路のやや南寄りに位置する。

現状は畑地で、標高は 25解 から30初 の西向きの斜面である。

採集された遺物は須恵器片 2点であった。

16.柳ケ溢古墳  (第 7図 16)益 田市遠田町大元字柳ケ溢

大元古墳群の立地する丘陵は大きく西へ張り出し、標高 40%か ら45物 にかけてはか

なり広い平坦地が存在する。古墳はその西縁辺部に 2基存在する。東寄 りの古墳を 1号墳、

さらにその西に約 10物離れて存在する古墳を 2号墳とした。一帯は現在松林となってい

る。

1号墳は直径約 7陶 、高さ 0。 7″ の円墳と考え られる。す ぐ西の裾を山道が通っている

ため若千変形 している。

2号墳は径 6物 あまり、高さは約 0.6物 を測る。東側の一部が少 し削平されている。

これら2基の古墳は盛土によって形成されたと考えられるが、ともに良好に保存されて

いる。
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17.貝崎古墳  (第 7図 17) 益田市遠田町大元字貝峨

貝崎古墳は、柳ケ溢古墳群か ら小さな谷を隔てた標高約 45物 を測る丘陵先端部に立地

す る。そのす ぐ東 には迫ノ溢の谷が北東へ入 り込み、現状は松林である。

古墳は後世に盗掘を受けた らしく、中央部分が大きく陥没 して周囲の盛土を残すのみの

状態であった。盗掘跡か ら、古墳の開口方向は南東 と推定されるが、主体部を構成 してい

た石材や遺物を発見す ることはできなかった。なお、尾根続きとなる古墳の東側は削 り出

しによって形成されている。

第 7図  大元古墳群周辺遺跡分布図
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18.大元古境群  (第 7図 18) 益田市遠田町大元字焼山

大元古墳群は別所溢と迫ノ溢に狭まれた丘陵上に位置 し、下遠田の平野部を一望のもと

に見渡せる好所を占めている。標高は 1号墳の裾部で約 64″ を測る。

この大元古墳群は昭和 48年 の島根県下埋蔵文化財分布調査によって発見された。そ

の後 1号墳については昭和 56年 より主要部分の測量調査がなされ、全長 90%近 い前

方後円墳であることが判明し、県下でも有数の大型前方後円墳として注目されてきている。

今年度は分布調査の一環として、 25筋 コンターで 1号墳及び隣接する 2号墳の墳丘実測

を行ない、過去の成果をさらに充実することができた。

古墳は松林の中に東から1号墳、 2号墳と裾を接するように並んでいる。 1号墳につい

ては昭和 58年 7月 の山陰豪雨災害により被害を受けたが、ともに盗掘を受けておらず比

較的良好な状態で遺存 しているといえる。

1号墳は全長島缶 物の規模を誇る大型の前方後円墳で、後円部径約 45η、後円部の高

さ8～ 11物、前方部長約 45"、 前方部の高さ 4.3%、 前端部幅約 30%、 くびれ部の

幅約 30物 をそれぞれ測る。また、後円部と前方部の比高差は 2.8"ほ どで、古墳の主軸

は磁北から約 68度東へ振っている。         。後円部の北は一部崩壊 してい

るが、残る部分については少 しくばんだような状態で急峻な斜面となっており、後円部の

東側は丸みを帯びずに直線的な等高線を描 く。また、南側も豪雨災害により墳丘のかなり

上位から封土が押 し流されて原形が損われている。墳頂部には、楕円状に平坦面があり後

世に削平を受けたものと考えられる。

一方、前方部は先端がほとんど開かずに長 く伸びる、いわゆる「柄鏡形」前方後円墳の形

態を呈する。南側は裾に沿うように道が通 り、さらにその外側は谷へ向かって急斜面とな

っている。前方部の北は下遠田の平野部を意識 してか、みかけの墳裾はかなり下がった標

高 59物 あたりに認められた。また、墳頂部には長辺約 8物、短辺 4陶 あまりの方形状に

平坦面がある。さらに、 くびれ部分の北面には造 り出し状に墳丘が張り出し、その西には

かなり広いテラスが存在する。

この前方後円墳は南西に伸びる尾根を切断して形成されているが、後円部は比較的狭い

尾根上に築かれていたため、その平面形は整った円形をなさず、特に北から東にかけてか

なりいびっな形となっている。また、前方部の南側と北側におけるみかけの墳裾の比高差

も、こういった築造前の地形に大きく影響を受けたために生 じたものと考えられる。

また、 1号墳全体に栗石大の葺石がみ られるが、特に後円部の東側か ら北側にかけて良

く残 る。さらに後円部墳頂か ら土師器片および埴輪片が多数採集されている。

１

　

さ
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1号墳のす ぐ西に 2号墳が存在する。 1号墳の主軸線か ら南へずれて立地 しており直径

約 15%、 高さ 1.2物 を測る円墳である。

さらに、この 2号墳か ら西の尾根続きに墳丘状の高まりがある。直径約 12%の きわめ

て不明瞭なもので古墳と決定することは難 しいが、今のところその可能性も残 しておきた

い。

以上のように大元古墳群は、その立地あるいは形態か ら古墳時代の中期前半か ら前期に

も湖る可能性 もあり、今のところ石見地方における最古の古墳と考え られる。今後は、こ

れまでに採集 された遺物についても検討 した上で、築造の時期等を明 らかにしていきたい。

また、古墳周辺部を取 り込んだ測量調査 も次年度に継続 して予定 している。

第 8図  石仏古墳周辺遺跡分布図

益田市遠田町寺坂  島根県遺跡番号 180219.北ケ迫遺跡  (第 8図 19)
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『安田村発展史』によれば、文政 3年 (1820年 )に 小松山の裾を開懇 した時、鏡 1

面、壷 2個体が出土 したとある。詳細は不明だが、 この遺跡は以後北ケ迫遺跡 とよばれ、

南東か ら北ケ溢へ と突き出している寺坂の細長い丘陵先端部付近に位置すると考え られて

きていた。

しか し、先の文献の内容を充分検討すれば、遺物が出土 したのは原ケ溢の水田と解釈で

き、 この原ケ溢という地名は古森堤の奥部に現在 も残 っている。一方小松山はどの山を指

すのかは地元の古老に尋ねて も明 らかにできなか った。

以上のように、 この遺跡の位置については誤 った認識のまま今 日に至っている可能性が

あり、原ケ溢という地名を重視すれば実際には現在の古森堤の奥に存在 したのではないだ

ろうか。

20.森 ケ内古墳  (第 8図 20) 益田市遠田町寺坂字森ケ内

古墳は遠田川の右岸を走る市道に沿 うように北西へ細長 く伸びる小丘陵のほば中ほどに位

置 し、寺坂公民館の裏山にあたる。古墳の直径は約 10"、 高さは 0.9物 を測 り、標高 6

8物 の尾根上に築かれている。

なお、この古墳か ら尾根づたいに約 100"北 へ行 った所に、高さ約 0.8物 で直径 6%

前後のマウンドが認め られた。ち ょうど尾根づたいの山道 と、丘陵を横切 る道が交差す る

地点に所在するため、周囲がいびつな形 となっているが、一応古墳の可能性を考えておき

たい。

21.石仏古墳  (第 8図 21) 益田市遠田町寺坂字経塚  島根県遺跡番号 1690

古墳は上遠田か ら東へ入る益田開拓遠田 22団地進入路の北、水田地帯を見下す標高 7

7物 あまりの山頂に位置する。背後には後面の谷が北西か らまわ り込み、古墳の立地す る

丘陵の北側は造成工事によりすでに削 り取 られている。

マウンドは直径約 10初 、比高 1.2夕 の円形を呈 し、その墳頂部には幅 0.5蒻 、 高さ 1

物あまりの石材を立て、さらに前面に厚さ 0.4初 の石材がすえ られている。あたか も墓を

思わせるようで、 これが石仏古墳とよばれるゆえんであろう。

この遺跡については一方で、経塚であるとの言い伝えも地元に残 っている。江戸時代の

飢饉によって餓死 した人々を供養す るため、ここに一字一石経塚が築かれたというもので

ある。そのため経塚 という小字名が残 っていると考え られるが、内容を確認することので

きない現時点では、従来 どお り古墳と認識 してお くことにする。
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22.二反田遺跡  (第 8図 22) 益田市遠田町寺坂字二反田 島根県遺跡番号 1806

遺跡は遠田川右岸の低 い段丘上に位置する。県道益 田・種・ 三隅線か ら市道神出・ 黒石

線に分れて北へ約 50物 の ところで、現状は水田となってお り、標高は 45夕 か ら50"

を測 る。

この二反田とよばれる水田か らは、以前より須恵器片が採集 されてお り、昭和 58年 1

2月 には圃場整備益田 5団地工事に伴い、市道の西側の水田を対象に試掘調査が実施 され

多数の須恵器片が出土 した。 この調査では面積 も限 られ、遺跡の性格等を明 らかにするこ

とはできなか ったが、市道の東側にも遺物の散布が認め られ、遺跡の広が りはある程度確

認されている。

今年度の分布調査は遠田川右岸の丘陵地を中心に行なったが、これまでに周知遺跡 とな

っているものを含め 22遺跡を確認す ることがで きた。 このうち 8遺跡が今回の調査によ

って新たに発見された。

遺物散布地については、採集された遺物が少量かつ断片的なため遺跡の時期や性格を明らか

にできない ものが多 く、将来にわたり資料を蓄積 してい く必要がある。今のところ、縄文

時代や弥生時代の遺物は採集 されてお らず、 これ らの遺跡は古墳時代あるいは奈良時代以

降の所産 と考え られよう。

さらに、今回は大元 1号墳の墳丘測量を実施す ることができた。主要部分の測量にとどま

ったが、その規模は周辺の小規模古墳とは隔絶の感がある。今後は、この大型前方後円墳が

益田平野か ら離れたここ遠田の地に築れるに至 った背景について も総合的な考察を加えて

いかなければならない。

以上今年度の調査の概要を述べてきたが、続 く昭和 62年度、 63年度の分布調査によ

って残 る部分の踏査を行ない、最終的には遠田町全域 に所在す る遺跡の把握に努める計画

である。また、一連の成果が広 く利用され、遠田町ひいては益田市の歴史的性格を理解 し、

そこに残 された歴史遺産を保護、活用するための一助 となれば幸いである。

遠田地区遺跡分布調査は緒についたばか りで、その中に点在する個々の遺跡の性格はい

まだ漠然 としたものが多 く、それ らの時代的脈絡 も充分つかみきれない。今後多 くの方々

か らご指導、ご教示を請 うしだいである。

1こわお4.
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遠田地区遺跡一覧表 (昭和61年度分)

番号 遺 跡 名 種 別 所  在   地 概 要 備 考

ユ 神 出 遺 跡 遺物散布地 益田市遠田町神出 須恵器片

2 山城 畑 遺跡 神出字山城畑
須恵器片
土師質土器片

新発見

3 宝珠庵溢遺跡 城外 須恵器片

4 嶽  城  跡 城   跡 城外字嶽
遠田城ともいう
郭 2箇所 掘り切り2箇所

5 康 神 塚 遺 跡 康 神 塚 城外
「享保九稔い青面金剛講中」
の銘あり

6 北 ノ平 経 塚 経   塚 神明字北ノ平 一字一石経塚か

7 木 原 古 墳 古   墳 神明字木原 昭和56年度発掘調査 円墳(径

15物)箱式石棺 2 ※消滅

金 堀 1 号 墳 古 墳 ? 神明 昭和56年度調査 ※消滅

金 堀 2号 墳 ″   ? 神明 昭和56年度調査 ※消滅

木原溢奥遺跡 遺物散布地 神明 須恵器片多数 窯跡か 新発見

神 明北 遺 跡 神明 須恵器片

神 明 古 墳 古   墳 神明 円墳 (径10%)未発掘

神 明南 遺 跡 遺物散布地 神明 須恵器片、土師器片

蔵 ノ段 遺跡 大元字蔵ノ段 須恵器片

平  遺  跡 大元字平 須恵器片

柳ケ溢古墳群 古   墳 大元字柳ケ溢
円墳 2期 (径 6～ 7%)と も
に未発掘

貝 崎 古 墳 大元字貝崎
円墳 (径 10物 )

盗掘により半壊

大 元 古 墳 群 大元字焼山 前方後円 1基 (全長98%)円
墳 1基 (15η )と もに未発掘

原 ケ溢 遺 跡 つ 寺坂
鏡 1面、壷 2個体が出土した
といわれるが詳細は不明

森 ケ 内古 墳 古   墳 寺坂字森ケ内 円墳 (径10%) 新発見

石 仏 古 墳 寺坂字経塚
円墳 (径10%)
径塚の可能性もある

二反 田遺 跡 遺物散布地 寺坂字二反田 昭和58年度試掘調査
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第 9図  大元古墳群境丘実測図
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